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 作品名  栄養素とレシピを同時に⾒れる料理サイト  人数  3名　 

 背景・⽬的 

 新型コロナウイルスの影響、情報リテラシーの⾼まり、少⼦⾼齢化による医療費負担の増加などを理 
 由に年々⽇本⼈の健康志向は上昇している。それに伴い既存の料理サイトより詳細な料理サイトを求 
 める需要が増えた。そこで私たちは個⼈の⼀⽇に必要な栄養素を⾃動で計算してくれるシステムを作 
 り、そのデータと様々な料理のデータが⽐較できるサイトを開発した。 

 システム構成・利⽤⽅法 

  本サイトは、料理の栄養等を計算できるサイトである。使⽤したデータセットは、厚⽣労働省から 
 引⽤した。また、本システムはデータベースとして、Googleスプレッドシートを⽤いることでデータ 
 の登録、出⼒等の扱いを容易にした。スプレッドシート上では栄養データ、⾷材、作り⽅に分けて 
 データを管理している（図１参照）。 

 図１ 本システムの構成 
 サイト上では、 
 ➀体重と体脂肪率を⼊⼒すると必要な栄養素の算出 
 ➁料理に含まれる栄養素、⾷材、作り⽅の⼊出⼒ 
 を⾏える（図２,図３参照）。 
 写真では例として「焼きそば」の場合を⼊⼒している。 

 図２  料理名と料理の栄養素⼊⼒      図３  料理名と料理の栄養素出⼒        

 システム紹介︓  https://drive.google.com/file/d/1Ydz66VFggUm1tqhopZJKGvCLStKbn7VE/view?usp=sharing 

 ⼯夫点 

 体重と体脂肪率を⼊⼒すると⼀⽇に必要な栄養素を⾃動計算してくれるサイトと料理のサイトが⼀つ 
 のサイトになっているため従来のようにサイトを⾏き来する必要が無くなった。さらに五⼤栄養素以 
 上のより詳細な栄養素がわかるので、より⾃分に合った料理を⾒つける事ができる。 
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